
土砂災害警戒情報が発表されていなくても、ふだんと異なる状況「土砂災害の前兆」に気付いた場合には、直ちに周
りの人と安全な場所へ避難してください。日頃から危険箇所、避難場所、避難経路を確認しておくことも重要です。

土砂ハザード情報について
土砂災害の種類

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を
弱め、雨や地震などの影響によって急
激に斜面が崩れ落ちることをいいます。
がけ崩れは突然起きるため、人家の近
くで起きると逃げ遅れる人も多く、被
害者の割合も高くなっています。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪
雨などによって一気に下流へと押し流
されることをいいます。その流れの速
さは規模によって異なりますが、時速
20～40kmという速度で一瞬のうちに
人家や畑などを壊滅させてしまいます。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の
影響と重力によってゆっくりと斜面下
方に移動する現象のことをいいます。
一般的に移動土塊量が大きいため、甚
大な被害を及ぼします。また一旦動き
出すと、これを完全に停止させること
は非常に困難です。

がけ崩れ

土 石 流

地すべり

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

【主な前兆現象】
●小石がパラパラ落ちる　●ひび割れが入る
●木が傾いたり倒れる　●湧き水が止まる(または吹き出す)　など

【主な前兆現象】
●斜面・道路にひび割れ、段差ができる
●井戸・池・川などの水が濁る　など

町では、皆さんの生命に危険が及ぶと判断した場合、｢避難準備・高齢者等避難開始｣、｢避難勧告｣、｢避難指示
(緊急)｣を発令し、皆さんに避難を促します。避難勧告等を発令するときは、様々な状況を総合的に判断して発
令します。

避難行動ガイド

避難の際には、
ご近所にも声をかけあい、
地域で協力し合う避難を
心がけましょう。

お年寄りや
体の不自由な方などの
避難に協力しましょう。

避難とは・・

避難勧告等は、災害の種類ごとに避難行動が必要な地域を示して発令しますが、地域やご家庭などの事情によって、
「避難勧告」を待たずに避難が必要と考えられる場合は、「自主避難」をお願いします。

避難は、災害から命を守るための行動であり、避難行動には次のような方法があります。

大雨のとき
河川の近くや、土砂災害のおそれがある区域において、町が設定している基準に達した場合に、避難準備・高齢者等避
難開始、避難勧告、避難指示(緊急)を発令します。また、短時間に大雨が想定される場合には、避難準備・高齢者等避
難開始が発令されずに避難勧告、避難指示(緊急)が発令される場合もあります。

地震のとき
大きな地震やそれに伴う余震により家屋が倒壊し、又は倒壊するおそれがあるときに避難勧告、避難指示(緊急)を発令
します。
※直ちに指定避難所を開設するよう努めますが、災害の規模により時間がかかる場合があります。

避難勧告等の種類と、住民の皆さんの対応

指定避難所・
指定緊急避難
場所への移動。

警戒区域等内の自宅などから
安全な場所への移動。
（公園、親戚や友人の家など）

近隣の強固で
高い建物など
への移動。

建物内の安全な場所での待避。
（家屋内での垂直避難）
やむを得ず、家屋内に留まった場合、安全を確保する避難行動
として、洪水対策では建物の2階以上高いところへ、土砂災害
対策では、斜面と反対方向の高い階への移動が有効です。

屋外が安全で移動できる状態のとき 屋外が危険な状態のとき

避難準備・
高齢者等避難開始

・気象情報に注意を払い、立ち退き避難の必要について考える。
・立ち退き避難が必要と判断した場合は、その準備と立ち退き避難をする。
・要配慮者（障がい者や高齢者で避難行動が困難な人と、その支援者）は、この段階で立ち退き避難をする。

・非常時持出品を持って、立ち退き避難をする。

・避難勧告を行った地域のうち、立ち退き避難がまだの人は、直ちに立ち退き避難をする。
・立ち退き避難をすることが、かえって危険と判断される場合は、屋内で安全を確保する。避難指示（緊急）

避難勧告

立ち退き避難など住民の皆さんの行動区　分

その他
その他災害が発生するおそれがあるときに避難勧告、避難指示(緊急)を発令します。

火災のとき
大規模な延焼拡大のおそれがあるときに避難勧告、避難指示(緊急)を発令します。

※「自主避難」とは・・避難勧告等を待たず、自主的に避難施設、親戚や友人の家などの安全な場所へ避難することです。
　　　　　　　　　  その際は、出来るだけ必要な食料、飲み物、日用品などを持参するようにしてください。
※雨が降り続いていたら、テレビ・ラジオ・スマートフォン・パソコンなどで最新の気象情報を入手しましょう。特に、
河川氾濫時の浸水想定区域や土砂災害警戒区域にお住まいの方は、自分で早めに判断し、「危ない」と思ったら、直ちに
危険な区域から離れるなどの行動（自主避難）をとることが命を守ることになります。

インターネット・
気象庁ホームページ テレビ・ラジオ

土砂災害警戒情報とは

危険箇所内の重要性の高い箇所について

土砂災害警戒情報は、大雨警報(土砂災害)が発表されている状況で、土砂災害
発生の危険度がさらに高まったときに、市町村長の避難勧告等の判断を支援す
るよう、また、皆さんの自主避難の参考となるよう、対象となる市町村を特定し
て警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で発表しています。
土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、特に早めの避難を心がけてください。
飯豊町からの避難に関する情報に留意するとともに、土砂災害警戒情報を自主
避難の参考にしてください。土砂災害警戒情報が発表されたときは、気象庁の
ホームページの土砂災害警戒判定メッシュ情報で土砂災害発生の危険度が高
まっている区域をご確認ください。 

警戒区域のうち土砂災害が発生した場合、建築物に損壊が生じ住民の生命または身体に著しい危害が生ずるおそれがある
と認められる土地の区域で、一定の開発行為の制限や居室を有する建築物の構造が規制される土地の区域です。

特別警戒区域

土砂災害が発生した場合、住民の生命または身体に危害が生ずるおそれがあると認められる土地の区域で、警戒避難体
制を特に整備すべき土地の区域です。過去の土砂災害による土砂の到達範囲などを勘案して設定されます。

警戒区域

山形県土砂災害警戒システム
スマートフォンや自宅のパソコンなどから下記ホー
ムページにアクセスし確認することができます。

※QRコードは
  (株)デンソーウェーブの
　登録商標です

【主な前兆現象】
●異常な山鳴り・地鳴りがする　●川の水位が急に下がる
●急に水が濁る　●流木が混じる　など

［レッドゾーン］

［イエローゾーン］

【スマートフォン用】
右のQRコードから読み取り
アクセスしてください。
【パソコン用】
https://sabo.pref.yamagata.jp/
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